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3 人エシステムとしての機械と組織   

コンピュータシステムも人間が行動を行なう場であ  

る組織もともに人工的な存在であり、工学的設計や数  

理的な分析の対象となりうる。ノSimonのいう「人工物  

の科学（SciencesofArtificial）」はまさにこのような問  

題を対象としている。   

ところが、企業経営などの非技術分野における意思  

決定問題や組綾科学の問題は、従来のコンピュータシ  

ステムが対象にしてきた分野・タスクに比較して、は  

るかに定義しにくく構造が不明確である。もちろん、  

知識システム技術は、悪構造の問題に新しい接近方法  

を与えた。忙もかかわらず、この手法で作られたシス  

テムはコンピュータ上のものである限りにおいて、そ  

のシステムの扱いうる問題は、もはや構造・定義が明  

確な良構造・長定義の閉塞になっている。   

一方、組織科学の研究では、いわゆる伝統的な手法  

が定量的かつ定型的な情報に基づく「形式的な」分  

析のみを可能にするという理由で、組織行動の問題  

を必要以上に「意味的な」世界忙おいて議論する局  

面が多い。確かに、Simollの提唱した「限定的合理性  

（BoundedRationality）」の問題は、人工知能を含む従  

来の形式的なアプローチでは扱いきれないものであっ  

た。   

しかし、この十数年、著しく発展した人工知能研究  

の成果を、組織科学が対象とするような悪構造の聞落  

一社会システムの問題一に対して適用し、ふたたび物理  

的記号システム仮説（PhysicalSymboISystemIIy－  

pothesis）の妥当性を検討する時期がきていると考えら  

れる。これによれば記号による対象の記述と厳密な理  

論展開に加えて、プログラムの実行という形での理論  

のシミュレーションが可能である。特に、組織科学分  

野において、情報の意味を積極的に扱へ組織の知識  

創造、学習（OrganizationalKnowledgeCreation；Or－  

ganizationalLeaming）のプロセス［野中1996］をより  

厳密に分析するには有効である。この特質は、社会シ  

ステム研究忙、新たな道具を提供できる可能性が極め  

て高い。   

4 社会システムの分析に適用可能な人工知   

能技術   

我々が利用可能な人工知能技術には次のようなもの  

が挙げられる。  

・SymboIsystemsarealmosttheql血tessentialartifcats，for  

adaptivity toanenvironmentis theirwhole raison d，eire．in  

【Simon1982】，p．27．  

・Herbert Simonis fondofargung that thesocialsciences  

are，infqct，the“hard”sciences・in［Epstein1996］p．vii．   

1 は じめに  

本稿では、社会システムの分析研究が一少なくとも  

部分的には一実験科学の方法で実行可能であること、  

それらに近年発展した（分散）人工知能の技術の適用が  

有効であること、ならび忙、そこから得られる知見が  

ORの対象とするようなきわめて実践的な間額の解決に  

も適用可能であることを主張する。   

2 研究の動機   

従来の人工知能研究の多くは、高度な意思決定支援  

システム忙人工知能技術、特に、エキスパートシステ  

ム技術を適用するという観点からなされていた。たと  

えば分散人工知能の研究［石田1996］においては、「社  

会に学ぶAI」をキーワードに、コンピュータ上の自  

律的なエージェント群があたかも人間社会のように相  

互に作用を及ぼしながら処理を進める形態を主要な  

研究対象としている。実際、社会システムは、いわゆ  

る「複雑系」であり、その構成貞もしくはエージェン  

トは、みずから内部状態をもち、それらの相互参照に  

よって、複雑な適応行動が創発する。   

しかしながら、「現実の社会システム」を分析する  

手段を提供するはずの経営学や社会学の研究には、事  

例分析忙基づいた議論【Cohen1991】あるいは数値的手  

法の適用［Cyert1963］を中心としたものが多い。「社  

会に学ぶ」ことを可能とし、人工知能理論の道具とな  

りうるような精密なモデルは少ないのである。そのた  

め、従来は社会システムの分析にあたっては、トップ  

ダウンの接近法しか手段がなかったといえる。   

それ忙対して、「計算論的組織理論」と呼ばれるボ  

トムアップのシミュレーションに基づく接近法が最近  

注目を集めている【Masuch1992］，【Epstein1996］。そ  

こでは、単純な機能をもつエージェント群を準備して  

おき、適当なバラメタ設定によって、社会システム忙  

みられる協調、競合、流行、問題解決などの現象を説  

明しようとするものである。以下では、このような接  

近法に対して、人工知能における記号処理の手法の有  

用性について議論する。  
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エージェント技術による構成員の実現  

エキスパートシステムの手法によれば、社会システ  

ムの構成貞の問題解決知識と問蓮解決能力とを知識  

ベース、推論機構という形式で自由に設計でき、しか  

も、エージェントが環境と相互作用を行うことによっ  

て、問題解決能力の向上、または、組織体そのものの  

閉幕解決能力の向上をはかるようなシステムの実現が  

可能となる。   

分散・協調問苛解決機能の実現  

モデルに与えられる問題は、個々の構成員のみで解  

決できるものであっては、「社会システム」を対象と  

している意味がない。したがって、エージェントは、  

ある程度の問題解決能力を持ち、自ら解決できない  

間邁に遭遇したときに他と協調する仕組みが必要で  

ある。このためには、対象問題に対する知識、他エー  

ジェントの内部状態を参照する知識、情報交換を行う  

ための知識などが重要となる。しかし、これらには計  

算可能性の問題が付随しており統⊥的な解決法は存在  

しない。   

データ主導型学習と知識主導型学習の適用  

とくに組織学習の概念を分析する上では、個々の  

エージェンlリは十分知的な能力を持つと仮定すること  

が自然である。エージェント単独では、与えられた問  

題の範囲でデータ主導型の学習を行ない、協調問題解  

決時には知識主導型学習を行なう能力をもつことが望  

ましい。   

エージェントシステムに対する発展的計算手法の適用   

遺伝的アルゴリズム［Goldberg1989］に代表される  

発展的計算手法は、OR分野においてはメタヒューリ  

スティックの一種と考えられている。しかし複数の内  

部状態をもつ主休からなる複雑系（Poly－agentSyStem）  

の様々な（知的な）行為を模擬する上では、これらの発  

展的計算手法は、生成検査法と大域的探索とをサポー  

トするために重要な役割を果たす。   

5 おわ り に  

我々が、人工知能技術を社会システムに適用しよ  

うという研究を開始するきっかけとなっ左のは、数年  

前「組織学習」という用語忙触れ、それと、「機械学  

習」との関連を考え始めたことによる。以来、いくつ  

かの「操作的な」モデルの開発と分析を行ってきた持  

野1995］，【Aiba1996］，【幡鎌1996］，［Hatakama1996］。   

しかしこれらは単にコンピュータでモデルを作成し  

シミュレーション分析を行うというアプローチではな  

い。実際、最近になって、ここで得られた知見が実際  

の問題解決に有効な事例が見出され、その中には、い  

わゆる専門家の能力をしのぐ結果を得たものもある  

【Terano1996】，［高玉1996】。詳しくは引用した論文を  

参照されたい。   

社会システムに対する実験的なアプローチはまだ始  

まっ左ばかりである。興味をもつ方々の参加を期待し  

たい。   
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